
見えない学力 

 

 子どもが小学校に入学するまでに、どうしても身につけさせておき

たい事柄について書きます。 

 その事柄というのは、学校へ行ってからではすでに手遅れで、学校の成績にも、将来の

人生にも大きく関わってくる事柄です。 

 ０～３才までは、基本的な良い生活習慣を身につけさせることです。「な～んだ。あたり

まえのことや」と思われるかもしれませんが、大人が意識するかしないかで、ずいぶん違

ってくるのではないでしょうか？くり返し、くり返しが最も必要な事柄ばかりです。 

① 早起き、早寝（早寝、早起きではなく）の習慣を身につけること 

② 決まった時間に食事やおやつを食べる習慣を身につけること 

③ 着脱がほぼ１人ででき、トイレで排泄ができること 

④ 歯みがき、うがい、手洗いの習慣が身につくこと 

これら４つのことは、こども園では、光組を終了するまでに、できれば完了させておきた

いことだと考えて取り組んでいます。園だけでは勿論できることではなく、お家と協力し

て取り組んでいかなければ身につくものではありません。 

 この基本的な生活習慣の土台に立って、３才からは教育活動が本格的に始まります。教

育活動といっても、学校教育との違いは、こども園での活動は、あくまで遊びの中で、経

験させていくことをねらっています。日々の活動の中に、遊びを通しての教育的なねらい

が盛り込まれていきます。 

 こども園では、これを「見えない学力」を身につけるという風に受け止めています。最

近、教育経済学の分野の本が出版されるようになり、文部科学省や国会議員の方たちの間

でも「非認知能力」という言葉がよく聞かれるようになってきましたが、「見えない学力」

と一緒だと受け止めています。見えない学力とは、ＩＱや学力テストで計測されない学力

です。では、「見えない学力」とは一体、何なのでしょうか？ 

① それは、あきらめない心です。「努力する力」といってもいいかも知れません。努力す

ればいろんなことができてくるのだと思える心です。我慢する心もここに入ると思いま

す。 

② それは、社会性、思いやりや人とコミュニケーションをうまくとっていく能力です。 

 

学校教育 ← 集団の中で最も身につく 

３～５才 ← 集団の中で最も身につく 

０～３才 ← 個人レベルで身につく。しかし集団だと定着がよい。 

 

教育経済学の世界では、最近Ⅰ、Ⅱの段階での経済投資が最も大切である、とようやく言

われだしました。それどころか、見えない学力こそ見える学力を支え、いえ、越えて、子

どもの人生を支えていくものだと注目を浴びるようになってきました。 

 こども園では、様々なカリキュラムを組んで、この見えない学力を育てていくことに力

を注いでいきます。「見えない学力」についてこれからも折にふれ、書いてみたいと思いま

す。 
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